
 
 
 
 

平成26年度文部科学省委託事業 
「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業」 

 
事業名称： 

超高齢社会における認知症患者に寄り添う医療・介護連携型の中
核的鍼灸専門人材の育成 

 
 
 

学校法人後藤学園 東京衛生学園専門学校  

 

[ 

  



平成26年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」取組成果概要  
【医療・福祉・健康分野（コンソーシアム）】 
事業名称： 超高齢社会における認知症患者に寄り添う医療・介護連携型の中核的鍼灸専門人材の育成 
学校名： 学校法人後藤学園 東京衛生学園専門学校 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

取組の概要 

（様式２）（別紙４） 

 

 

・高齢者、認知症患者の急増 

・コ・メディカル分野での深刻な人材不足 

・さらなる多職種連携の必要性 

・医療費の増大 

・医療費削減の新たな選択肢の創出 

・認知症患者に対する全人的総合的なアプ
ローチの必要性 

・予防医学（認知症予防）の重要性 

・認知症対応型専門鍼灸師養成の必要性 

・多職種連携に向けた鍼灸師のための認知
症患者対応型教材開発の必要性 

 

体制イメージ図 

課題・ニーズ・背景等 

・アンケート調査（実態調査、ニーズ調査） 
・実証講座調査・検討（IT化に向けて） 

・認知症に関する西洋医学系・鍼灸医
学系・介護福祉系連携型教材（鍼灸師
のための認知症患者対応型モデル教
材）の開発 

・講義学習型・実技型2タイプの教材開
発 

 

 

・アンケート調査報告 

・実証講座調査報告 

・鍼灸師のための認知症患者対応型モ
デル教材の開発 

・鍼灸師スキルアップ、キャリアアップを
多面的に支援する学習支援環境の整
備 

 

成果目標（アウトカム） 

実施委員会 

実証WG 調査WG 開発WG 

西洋医学系WG 

介護福祉系WG 

鍼灸医学系WG 

 

 

□主幹機関： 

学校法人後藤学園東京衛生学園専門学
校 

□協力機関： 

学校法人敬心学園日本医学柔整鍼灸専
門学校、学校法人呉竹学園東京医療専
門学校、一般社団法人老人病研究会、
株式会社舞浜倶楽部、社会福祉法人敬
心福祉会（池袋敬心苑、千歳敬心苑）、
NPO法人コミュニテイケアネットワ
ーク 

参加・協力機関等 



 

 
 

平成26年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」取組成果概要  
【医療・福祉・健康分野（コンソーシアム）】 
事業名称： 超高齢社会における認知症患者に寄り添う医療・介護連携型の中核的鍼灸専門人材の育成 
学校名： 学校法人後藤学園 東京衛生学園専門学校 

成果（アウトプット） 

 

 

 

 

取組内容 

成果の活用 

 

・アンケート調査（実態調査、ニーズ調査） 

自治体（市区町村）における認知症対応
に関する現状・課題の明確化 

 

・実証講座に対する調査研究 

コンソーシアムの成果を本事業に活用す
る場合のメリット・デメリットの調査・検討 

 

・多職種連携に向けた鍼灸師のための西
洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系連携
型教材（認知症患者対応型モデル教材）
の開発 

 

・鍼灸師のための認知症患者対応型モデ
ル教材の開発 

・下記2タイプのモデル教材を開発 

  ①講義学習型教材 

    

  ②実技型教材 

      

・認知症患者対応型教材の評価 

 

・成果報告会開催（成果の公開と普及） 
 

・アンケート調査報告（実態調査結果、ニーズ調査結果、まとめ） 

・実証講座調査報告（IT化に向けて） 

・西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系連携型教材（鍼灸師のための認知
症患者対応型モデル教材）の開発と評価 

・異なる2タイプのモデル教材－講義で系統的知識を学ぶモデル教材、実技
モデル教材を具現化 

・事業報告書（600部） 

・テキスト（600部） 

・臨床経験3年以上の鍼灸師や再就業（鍼灸師有資格者の学び直し）希望
者を対象として教材を提供し、学習支援環境の整備をはかる。 

・本育成事業を通じて認知症対応型専門鍼灸師を飛躍的に増加させる。 

・上記の事業実現のために、【医療・福祉・健康分野（コンソーシアム）】専門
学校麻生看護大学校が構築したeラーニングによる教育課程の成果を活用
して、本教材のeラーニング化をはかりたい。 

・今年は成果をどのように広めるかを検討しながら、来年度は多くの高齢者
施設との連携を拡大・強化しながら必ず大きく広がるようにする。 



認知症患者対
応型モデル教
材の開発 

○鍼灸師のための認知症患者対応モデル教材の開発 

○鍼灸師スキルアップ、キャリアアップを多面的に支援
する学習支援環境の整備 

認知症患者に寄り添う医療・介護連携型の中核的鍼灸専門人材の育成 



 

 
 

【開発WG】 

  

 今年度： 

西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系の3分野連携
のもとで認知症に対する医療・介護連携型の中核的
鍼灸専門人材育成のための教材を開発し達成度評価
を作成する。 

次年度： 
【医療・福祉・健康分野（コンソーシアム）】が構築したe

ラーニングによる教育課程の成果を活用して、本教材のeラ
ーニング化をはかる。 

 
 

 

 

西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系連携型教材 
～鍼灸師のための認知症患者対応型モデル教材開発～ 



 

 
 

調査WG                       事業計画書10ページ   
調査等（目的、対象、規模、手法、実施方法等） 

・アンケート調査 

目的    ：自治体（市区町村）における認知症対策に関する現状・課題の明確化 

対象、規模：自治体（市区町村）を対象に１７００件 

手法    ：郵送によるアンケート調査 

実施方法 ：9月～10月に実施（発送、回収、分析）、12月にまとめる 

 

・実証講座調査・検討（IT化に向けて） 

目的   ：コンソーシアムの成果を本事業に活用する場合のメリット・デメリットの 

       調査・検討 

対象、規模：２回開催される実証講座の参加者、10名 

手法   ：実証講座に参加してアンケート、ヒヤリングを行う 

実施方法：参加者、実証委員会委員とのディスカッション 

 
 

 

 

西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系連携型教材 
～鍼灸師のための認知症患者対応型モデル教材開発～ 



 

 
 

① 西洋医学系教育                      事業計画書10ページ 

• 認知症に対する神経内科、精神科、老年内科、脳神経外科等の領域の最新

の知識を習得させることを目的として、主として下記の教育プログラムを策定

し、講義型学習教材の開発を行う。 

  ・認知症と高齢者周辺疾患に関する最新情報 

  ・認知症の早期発見、早期診断、病期判定 

  ・認知症の高度周辺症状と高齢者精神疾患 

  ・認知症に伴う心と体の変化と日常生活 

  ・認知症に伴う機能の変化と日常生活 

   （認知症の人の特性を踏まえたアセスメント） 

  ・認知症の予防と治療 

  ・生活習慣病と認知症の関係、その予防と治療 

  ・preclinical ADと軽度認知障害 

  ・認知機能検査（MMSE）の検査の仕方、注意事項 

  ・その他 

 

 
 

 

 

西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系連携型教材 
～鍼灸師のための認知症患者対応型モデル教材開発～ 



 

 
 

②鍼灸医学系教育                        事業計画書10ページ 

• 認知症を脳だけのトラブルとしてとらえるのではなく、中国伝統医学（鍼灸医学

分野）が一貫して重視している全人的・総合的な捉え方と実践ができるように

教育プログラムを策定し、講義型学習教材と実技型教材の開発を行う。 

  ・中国伝統医学の高齢者に対する全人的・総合的な健康観、疾病観 

  ・中国伝統医学の考え方にもとづいた認知症の分類、鑑別、認知症の予防 

  ・認知症治療によく用いられる経穴（ツボ）とその活用法 

  ・認知症中核症状に対する鍼灸治療 

  ・認知症周辺症状に対する鍼灸治療 

  ・軽度認知障害（MCI）に対する鍼灸治療 

  ・予防医学の観点からみたpreclinical AD 

  ・国内、海外での認知症に対する鍼灸治療の事例紹介 

  ・その他 

 

 

 
 

 

 

西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系連携型教材 
～鍼灸師のための認知症患者対応型モデル教材開発～ 



 

 
 

③介護福祉系教育                       事業計画書10ページ 

• 高齢者および認知症患者に対する日本の先進的な介護福祉に関する一定の

知識や技術、および認知症の患者に対する接遇介護法等を学ぶ教育プログ

ラムを策定し、講義型学習教材と実技型教材の開発を行う。また福祉先進国

といわれているスウェーデンの認知症緩和ケア理念についての基本的な知識

を学べる教育プログラムも作成する。認知症鍼灸専門人材が多職種連携をは

かれるように配慮した実践教育プログラムとする。 

  ・介護過程（医療的ケア）の展開の実際 

  ・認知症緩和ケア理念と認知症ケアの事例報告 

  ・認知症患者に対する多職種連携の意義、目的と実際 

  ・認知症患者および家族に対するコミュニケーション技術 

  ・多職種連携の中でのコミュニケーション技術 

  ・認知症患者に対する接遇介護法（生活支援技術） 

  ・認知症患者や家族への支援の実際 

   ※認知症の人に対応するときの原則（家庭介護、施設介護） 

   ※認知症の人に対応するときの主な対応と工夫（家庭介護、施設介護） 

西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系連携型教材 
～鍼灸師のための認知症患者対応型モデル教材開発～ 



 

 
 

                                   事業計画書11ページ  
実証等（目的、対象、規模、時期、手法、実施方法等） 
 
・実証講座の実施 
 目的：暫定教材を使って実証講座を実施し、達成度評価、eラーニング化に向け 
     た課題抽出を行う 
 対象、規模：臨床経験3年以上の鍼灸師、１０名 
 時期：10月、12月（それぞれ１日、８時間） 
 手法：暫定教材を使った講義 
 実施方法：開発分科会から講師を選び実証講座の実施 

 

 

西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系連携型教材 
～鍼灸師のための認知症患者対応型モデル教材開発～ 



高齢者支える大きな力を作る未来 

医・介・鍼の連携 

認知症対策(急務!) 

健康長寿 

(理想) 
不定愁訴の全人的ケア 

認知症の予防と改善 



新しい連携創出を期待する 

病鍼連携 

病診連携 地域連携 
施設連携 

新しい連携の可能性をさぐる 


